
■多変量（MCR）解析による成分抽出について
MCR解析で

は、各成分のス
ペクトルを推
定し、それぞれ
の濃度分布を
求めることが
できます。図３
のb)で測定し
たマッピング
データから成分のスペクトルを抽出した結果を図４に示しま
す。抽出したスペクトルは３成分（赤、青、緑で表示）で、この錠剤
は少なくとも３つ以上の成分から構成されていることがMCR
解析から推測することができます。新規導入したスペクトル
データ集を使用して抽出した成分のスペクトル検索を行うと、
デキストロメトルファン臭化水素酸塩（赤）、結晶セルロース
（青）、乳糖（緑）が検索されました。図５に、検索された成分を色
分けしたマッピング結果を示します。３成分が満遍なく分布して
いる様子が観測されています。図６には、３色による面積比を算
出した結果を示しており、赤成分が38.7％、緑成分が33.6％、
青成分が27.7％とほぼ３等分に近い成分比率となっています。

■広視野マッピング測定について
広視野機能を併用すると、空間分解能は若干低下しますが、

錠剤の全体像を観察することができます。図７に広視野マッピ
ング観察像（785nm励起、5550μｍX5400μｍ範囲、11988
点測定、ラマン測定時間67分）を示します。粒体が強く圧縮さ
れ密な状態となっている刻印部分でラマン強度が強く観察さ
れています。

■新たに導入した機能について
錠剤は、粉末を固め

ているため表面凹凸が
激しく、通常の方法で測
定すると場所により焦
点位置が変化し、焦点
が合っていない場所で
は、得られるスペクトル
強度が極端に小さく
なってしまい、正しい分
布状態を観察すること
ができません。新たに
導入した機能（ZTrack：図１）では、表面の位置情報を測定し、
全ての測定位置で焦点が合っている状態で観察することがで
きます。

■錠剤のマッピング測定について
図２にZTrack

機能を使用した
場合(b,c)と使用
しない場合（a）で
観察した光学顕
微鏡像を示しま
す。a)では、場所
により焦点がずれ
た部分が存在し
ますが、b)では全ての場所で焦点が合っています。また、三次
元情報を持っているためc)のような３D表示も可能です。

図３に785nm励起で測定した錠剤のマッピング測定結果
（718X234μｍ範囲、10561点測定、ラマン測定時間58分）を
示します。色が明るいほど、ラマン強度が強いことを表してい
ます。a)では、場所による強度ムラが観測されているのに対し、

ｂ)では全体的に
コントラストが
はっきりと観測さ
れています。３D
表示にすると、谷
の一部分に強度
が強い場所が存
在していることが
確認できます。
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また、位置度には、真直度や直角度といった形状や姿勢の公
差の要素も包括しています。形状公差＜姿勢公差＜位置公差
の順に数値は大きくなっていくため、図示する場合は注意が必
要です。

３　位置度の測定方法
当センターでは、接触式測定機であるCNC三次元座標測定

機、非接触測定機である画像測定機による位置度測定が可能
です。
CNC三次元座標測定機（図3）は、接触式プローブにより

データム形体及び検査する形体に接触することで、複雑な立体
形状の測定も高精度に測定可能です。注意点としては、接触圧
による変形の影響が大きくなるような柔らかい製品やスタイラ
ス（触針）を入れることができないような小径穴（概ね直径
1mm未満）の測定はできません。
画像測定機（図4）は、画像プローブにより製品端面の形体測

定が可能です。非接触測定になるため、ＣＮＣ三次元座標測定
機では測定できない柔らかい製品や小径穴の測定も可能で
す。しかし、製品端部での測定となるため、穴端部から○mmの
深さでの測定のような立体形体の測定や、製品側面の穴位置
のような三次元形状の測定には不向きです。ただし、本機器は
補助的に接触式プローブを備えており、画像プローブとの組合
せにより測定可能になる場合もあります。

 　 

 　 
使用機器の選定にあたっては、測定条件、測定の可否の判断

も含めて基盤技術課 設計計測係までご相談ください。

１　はじめに
平成28年(2016年)のＪＩＳ改正により、以前に寸法公差とし

てひとくくりにされていた製品の形状に関する指示が、大きさ
に関してはサイズ公差、面や穴といった２つの形体間の距離（位
置）については幾何公差を使うことになりました。
本稿では、幾何公差である位置度公差の概要と従来の寸法

公差による位置の指示の違い、また、当技術センターでその測
定・評価に対応可能な測定機を御紹介します。

２　位置度とは
形体間の距離（位置）を示す幾何公差のひとつに、位置度が

あります。位置度には、データム及びTED（理論的に正しい寸
法）の指示が必要になり、理論上正しい位置からのずれを表現
します。

図１のような位置度の指示が行われている場合、データムA
から15mm、データムBから20mmの位置が理論的に正しい
穴の中心位置となり、そこから直径0.3の円の内側に製品の穴
中心があれば公差内となります。
このように、位置度の公差域に直径値を指定することで、従

来の寸法公差では四角のみだった公差域を円形に拘束するこ
ともできます（図２）。
なお、位置度の値としては、図２のとおり0.1mmずれていた

とすると、２倍した0.2mmとなります。

位置度公差を用いた機械設計と計測業務・相談
事例紹介

基盤技術課　廣瀨 龍希 応用技術課 表面構造係

図１　位置度公差による穴位置の表現例

図２　指示方法による公差域の違い

図3　CNC三次元座標測定機による測定

図4　画像測定機による測定

 錠剤は、粉末状の成分を一定の形に押し固めた形態のことで、持ち運びに便利で、飲みやすく、保存性にも優れており、私達の生活
に欠かせなく、広く利用されています。以下に、新たに機能増強したレーザーラマン顕微鏡による錠剤の成分分布評価の事例を紹介
します。

レーザーラマン顕微鏡による錠剤の成分分布評価機器紹介

図1　ZTrack機能

図2　光学顕微鏡像

図4　トータルスペクトルと抽出スペクトル

図５　MCR解析結果 図6　3色の面積比

図3　ラマン強度分布像
図7　広視野マッピング観察像

a）光学顕微鏡像、b）ラマン強度分布像、c）3D像


